
街 並 色彩 に関 す る研 究
一口欧の新旧都市 を比較 して一

委員 槙

主査 乾 正 雄*1

究*2,山 本 早 里*3,中 山 和 美*4

日欧の新旧街並を取 り上げ,そ れぞれの歴史的変遷を考慮に入れて,現 状の色彩調査 を行った。調査対象は,今 井町

の御堂筋,川 越市の一番街,日 本橋の中央通 り,渋 谷の公園通 り,ヘ ン ト(ベ ルギー)の グラス レイ,ザ ルツブルク

(オース トリア)の アルターマルク ト,ウ ィーン(オ ース トリア)の マリアヒルフ通 りである。

調査の結果,日 本でも欧州で も,保 存体制が確定 された歴史的街並は色彩によるまとまりがあった。総 じて,日 本の

街並の方が色相が多岐にわたっていること,無 彩色の割合が多いこと,明 度,彩 度のばらつきが大 きいこと,な どの特

徴がある。 日本の街並の今後の保存や開発には,そ れと類似の歴史をもつ欧州の街並色彩のあ り方が参考になると考え

られる。
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   The purpose of this study is to obtain how to color the facades of a street including their circumstances. A survey was made 

of the colors used on the facades of four Japanese streets; Imaicho, Kawagoe, Nihonbashi and Shibuya, and three European streets; 

Ghent, Salzburg and Vienna. 

   The historical streets possess color harmony with natural materials in both Japan and Europe. Generally speaking, the 

Japanese street has characteristics such that the colors are chosen from the wider range of hue, value and chroma and that neutral 

 colors are used more often. For the future preservation or redevelopment of a Japanese street, the way is best found by reference 

to a European street which has similar history in color.

1.は じめに

街並色彩の研究における一つの有力 な方法は,あ る年

月をかけて形成 されて きた街並色彩の実情を,個 別にか

つ全体を見て定量的に分析す ることである。単一の設計

組織が,新 しい町をそっくり設計するような機会は今後

それほどはない。すべてが新 しい,前 衛的な街並づ くり

の時代 は過 ぎた。現に存在する街並に,一 つ,二 つ,と

建物 をつけ加えるとき,街 並が美 しくなるか醜 くなるか

が,こ れか ら考 えなくてはならない主要な論点である。

一つの新築建物の色彩は
,街 並の色彩に調和 しな くて

はならない。最初 はそれだけが問題である。 しか し,そ

の建物は,次 の建物が新築される時点では,も う街並の

一部 となっている,,新 しい建物の色彩 も,す べていつか

は街並色彩側,つ まり以降出現する建物の色彩に調和を

強いる側にまわる、、したがって,街 並全体の美醜は長期

的に監視 されなくてはならない。

しかも,街 並の寿命は人間の寿命 より長い。日本では

19世紀は じめの街並を今に見ることが可能である。さら

に,ヨ ーロッパの石造建築の並ぶ街並では,大 略16世 紀

に成った街並が残っている。 しか し,た いていの街並は

近代以降に成立 したものである。一方,街 並の沿革は各

様で,成 立後ほとんど変化のない ものもあれば,改 修の

多い もの,新 しい建物がつけ加わっているものもある。

このように見ると,世 界には,人 間にたとえればさまざ

まな年齢の街並,さ まざまな生 き方の段階すなわちライ

フステージにある街並があることがわかる。

本研究は,さ まざまなライフステージにある日欧のい

くつかの街並 を取 り上げ,そ れらの成立,沿 革,現 状 を

示す資料 と,色 彩の物理的データとをつ き合わせて,街

並色彩 に関する新 しい知見を得 ようとするものである。

このため,本 研究では次のような方法によって研究を

行った。
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①古いままに保たれている街並の美 しさを現代色彩科学

の言葉を使って表現する。

②修復,改 装,増 築などしている街並 については,そ の

色彩の変遷をで きる限り解明する。

③現代の街並の色彩を上 と同様 に表現することによって,

その美的問題点を探る。

④ ヨーロッパと日本の街並色彩を比較することによって,

わが国の街並の明治維新以来の西欧化の適否を論 じる。

本研究では,対 象 としてヨーロッパ と日本の中世以降

のさまざまな年齢段階にある街並を選んだ。ヨーロッパ

を比較対象として選んだ理由には,

①実際によく保存 された定評のある街並が多いこと,

②明治以来の西欧化の過程で範 としてきた地域の街並は,

日本の街並と比較 しやすいこと,

が挙げられる。

予備調査 を経て,以 上の目的に合致する街並を,日 本,

ヨーロッパか らそれぞれ選定 し,日 本は四つの街並,ヨ

ーロッパは三つの街並 ,計 七つの街並を調査対象とする

ことに した。今井町(奈 良県橿原市)の 御堂筋,川 越市

(埼玉県)の 一番街,日 本橋(東 京都中央区)の 中央通

り,渋 谷(東 京都渋谷区)の 公園通 り,ヘ ント(ベ ルギ

ー)の グラスレイ,ザ ルツブルク(オ ース トリア)の ア

ルターマルクト,ウ ィーン(オ ース トリア)の マ リアヒ

ルフ通 りである。2章 ではそれぞれの街並の色彩の歴史

的変遷を述べ,3章 では現在の街並の色彩の現状を測定

した結果を示 し,日 欧の街並比較を行 う。

2.歴 史的に見た街並の概況

2.1今 井町,御 堂筋

奈良県橿原市今井町は,長 方形 の土地 に約800棟 の伝

統的な独立家屋 と長屋が密集 して建っている町である。

人口は過密で,道 幅がせいぜい3m程 度 と狭 く,展 望の

きく丘 もなければ塔 もなく,広 場 もほとんどないので,

町はパ ノラマ風には見 られ得 ない,,

一向宗門徒が集 まって今井に町を開いたのは16世 紀半

ばの室町時代末期 といわれる,、当初の今井は,御 坊を中

心 とする寺内町で,環 濠がめ ぐらされ,土 塁が築かれ,

木戸があるなど,防 衛 に重 きをおいたつ くりだった。17

世紀の古図にそういう様子が描かれている。ほぼまっす

ぐ東西 と南北に走る街路 は,そ の後もほとんど変わって

いないが,今 日,環 濠 は道路化 され,土 塁や木戸は消失

している。

御堂筋は,東 西 に走る街路の…つ,御 坊である称念寺

の表門が接 し,大 型町家が建ち並ぶ,格 の高い通 りであ

る。ここだけは道幅が4mあ るのは,明 治天皇が行幸時,

称念寺の客 となった機に拡幅 したからという。 この通 り

では江戸時代の建物が60%,明 治時代が16%,大 正から

終戦まで と大戦後が各12%を 占める、,

弥念寺本堂は奈良県指定文化財で江戸時代前期の建立

と考えられる。同じ弥念寺の太鼓楼は橿原市指定文化財

だが,弘 化2(1845)年 の銘のある獅子口が残 ってお り,

そのころの新造と考えられる。

この通 りには,重 要文化財に指定されている住宅が2

軒ある。一・つは豊田家住宅で入母屋造 り,南 面 と北面に

庇のついた本瓦葺=,つ し2階 建,い くつかの鬼瓦に寛文

2(1662)年 の刻銘がある。今一つは中橋家住宅で,南 面

庇つき本瓦葺,つ し2階 建,18世 紀後半の建物 と見 られ

る。両者に共通 しているのは,大 壁造 り,連 子格子,虫

籠窓,屋 根の煙出 しなどである。伝統的住宅では,一 般

に,色 彩はグレイの瓦 と木と白い漆喰くらいだけ しかない。

明治,大 正か ら終戦まで,と 時代がすすむと,古 い商

店で も,蔀 戸,大 戸,格 子戸などを取 り去 り,開 口部い

っぱいに広がるガラス戸をもつ ようになる。また明治以

後の新築住宅では真壁造 りがふつうになる。それらは伝

統的街並 にまず まず調和する。 しか し,大 戦後の商店に

おけるタイルや各種ボー ド張 り,白 とグレイ以外の漆喰

塗装などは,と うてい伝統的街並に調和 しない。御堂筋

でも,そ うした不調和が,二,三 含 まれる。

2.2川 越市,一 番街

埼玉県川越市は,古 くか ら,荒 川西岸における軍事や

交通の要衝であると同時に,作 物,物 資などの生産力が

高かったので,江 戸の後背地 としての役割を担っていた。

初期の 城下町 は16世 紀 に は成立 していたが,寛 永15

(1638)年 の大火で灰塵に帰 した。翌年入府 した松平信綱

は,札 の辻を中心 とする新 しい町割を定めて,町 の再建

に取 りかかった。

川越 ・江戸間は新河岸川の舟運で結ばれてお り,江 戸

との盛んな物資の交流が 「小江戸」 とうたわれた川越の

繁栄の基礎 だった。幕末にかけては街並 もよく整ったよ

うで 「城 下の町並繁栄にして,江 戸今川橋通 りより神田

須田町筋によ く似た り」(釈 敬川頁 『遊歴雑記』)と いわれ

ている。

繁栄 していた川越は明治26(1893)年3月,再 度の大火

に遭い,目 ぬき通 りの商店街をあらかた失った。 しか し,

何軒かの七蔵が焼失をまぬかれたことを見て,経 済力の

ある商人たちは競って蔵造 りによる再建 を試みた。大火

後の蔵造 りには,黒 漆喰塗 りの壁,背 の高い箱棟,観 音

開きの窓などの特徴があるが,そ れは 「まさに幕末 日本

橋界隈の蔵造 りの系譜であ り定型化 された ものであっ

た」(川 越市教育委員会 『蔵造 りの町並』)。

明治の後半に建てられたその蔵造 りが,今 日,川 越の

見せ どころになっている。それ らは一時は100軒 に近い

数に達 したろうといわれるが,半 数以上は高度経済成長

期のあいだに取 り壊 された。 しか し最近の保存志向にそ

って復旧されたもの もあれば,懐 古趣味に乗って建てら



れた平成の新作 もある。

一番街 は
,札 の辻か ら南へ向か う約400mほ どの通 り

で,川 越市で もっとも古 くかつにぎやかなところだが,

そこでは蔵造 りは全戸数の約20%に 達する。蔵造 りが も

っとも集中 しているのは,通 りの中間辺の西側で,連 続

して4軒 並んでいるところがある。この通 りには,ほ か

に,蔵 造 りと同様,明 治の大火後に建てられた,真 壁造

りで2階 に千本格子のついた窓のある,ふ つうの町家も

ほぼ同程度存在する。

さらに,少 数なが ら,田 中屋美術館(1915年)の ような

看板建築がある。一一見西洋館のように見えるが,洋 風 な

のは街路側表面だけで,背 後の建築主体は蔵造 りである。

また,旧 八十五銀行 ビル(1918年)の ような鉄筋コンクリ

ー ト造3階 建 ビル もある。古い日本家屋 と大正や昭和初

期の古い西洋館の取 り合わせは,西 欧化黎明時代の原風

景のごときもので,か つてはめずらしくなかった。そ し

て,案 外 よく似合う。

一番街では
,大 戦後は,新 建材や塗色の目立つ商店 ビ

ルが増え,全 戸数の約40%を 占めるようになった。それ

らでは,意 匠や色彩 に蔵造 りとの調和 を意図 した ものが

ほ とんど見当たらない。ただ し,景 観条例施行後の建物

については多少の改善はあったと考えられる。

2.3日 本橋,中 央通 り

橋 としての日本橋は,徳 川家康が慶長9(1604)年 に架

けた太鼓橋 にはじまる。橋は当初から,江 戸でもっとも

にぎやかな町人地を南北につらぬ く街路の中心的存在で

あった と同時に,国 内各地へ延 びる五街道の起点 と定め

られた。火事の多い町だったので,被 害の都度建て直さ

れたが,明 治44(IL9U)年 架橋の石造二連アーチ橋は今 も

健在である。

日本橋界隈の町家は,江 戸時代初期にはまだ,草 葺や

板葺の屋根で木部を無造作に露出 した古いタイプの町家

が主流だった。それが,享 保5(1720)年 の改革によって,

瓦葺塗家造 りや土蔵造 りが奨励 され,大 いに変わったと

いう。火事が多いとい う事実は,建 て直 しの機会 も多い

ことを意味するから,上 述の変化は目に見えるほどのも

のだったであろう。

さらに明治14(]881)年 の東京防火令で,日 本橋の主要

な街路に面する建物は,板 葺や塗屋ではなく,蔵 か煉瓦

造か石造の三つの うちの どれかでなくてはならな くなっ

た、,しか し,住 民たちが選んだのは蔵だった。土蔵造 り

は江戸時代から知 られていた火事に強い町家であるとは

いえ,日 本橋の商人の和風へのこだわりを感 じさせる。

このとき好んで使 われた 「江戸黒」の壁は,白 壁 より一

工程手間がかかるが,そ れでも黒 くするのが日本橋商人

の気概 だったのたろう。こうして,白 っぽい街並から黒

っぽい街並への激変がおこった。明治15(1882)年 に描か

れた 「東京名所 日本橋京橋之問鉄道馬車往復之図」(紅

英斎)に よるならば,日 本橋中央通 りの黒い街並は早 く

もほぼ完成 している。

しか しながら,こ の黒い街並 もまた長 くは もたなかっ

た。近代化の進行が伝統的な蔵造 りの維持 を困難にさせ

た。木造漆喰塗 りだが国籍不明の 「洋風に似て非なる建

築」や,蔵 造 りだが街路からは平面的にそそ り立つ ファ

サー ドだけが見 える看板建築が徐々に増えだ し,明 治末

年には蔵造 りをしの ぐほどになった。そのころ蔵造 り商

店の30%に ショーウインドーがついていたというか ら,

蔵造 りといえども昔風の店蔵ではなくなっていた。そ し

て,日 本橋 中央通 りの拡幅が成 り,石 造の 日本橋が架か

り,本 格的な洋風 ビルが建ちは じめた。

橋のたもとにある野村証券 ビル(1930年)は 通 りか ら

少 し引っこんでお り,隣 …には東海銀行の新 しいデザイン

の新ビル(1975年)が ある。二つの ビルに共通の煉瓦色

は,日 本橋では異色だが,煉 瓦色のコーナー としてまと

まっている。

この通 りでは三つのデパー トが商店街 をリー ドして き

た。数奇な運命をたどった白木屋では,大 正7(1918)年

のルネッサ ンス式の鉄筋 コンクリー ト造4階 建ビルは関

東大震災で焼失 した。昭和3(1928)年 のインターナショ

ナルスタイルの7階 建 ビルは昭和7(1932)年 に有名な火

事 を出 し,修 復後,「 東京大空襲」でまた被害を受けた。

戦後,白 木屋は東急に身売 りして昭和32(1957)年 に外装

をそっ くり変えたが,最 近その東急が店を閉じた。三越

(1914年)は 竣工時 「スエズ以東他 に比 なし」 といわれ

たほどのビルだが,増 築が くりかえされるあいだに,外

装が不統一になって久 しい。その点,高 島屋(1933年)

のファサー ドにはまとまりがあ り,初 期のデパー トらし

さが残っている。

そのほかで言及すべきものは,ギ リシャ建築のような

列柱の目立つ古典的な三井本館(1929年)に つ きる。こ

れは,お そらく通 りで もっとも存在感のある建築だろう。

日本橋中央通 りで最大多数 を占めるのは,第 二次大戦

後に建設 された,横 長連続窓や全面総ガラスのビルたち

である。それらは1960年 代の高度経済成長期前半 に成っ

たもので,今 日から見 るとデザイン的に物足 りない。と

くに,間 口の狭 いビルにおいては,横 長連続窓 も総ガラ

スも貧弱に見 えがちなので,物 足 りなさも大きくなる。

もともと,間 口が極端に狭い ビルは,か つては蔵造 りや

看板建築だったろうから,歴 史の経緯を読むのには興味

深いのだが,美 的見地から肯定的に評価することはむず

か しい。

2.4渋 谷,公 園通 り

明治時代のはじめには,渋 谷で街並 を形成 していたの

は大山街道ぞいの宮益町 と道玄坂の一部に過 ぎなかった。



しか し,明 治,大 正を通 じ,都 市化は急速にすすんだ。

明治18(1885)年 に品川鉄道(現 山手線)が 開通 し,大 正

末以後,玉 川電車,東 横線,井 の頭線などの私鉄交通網

が整い,そ して昭和14(1939)年 に渋谷浅草間の地下鉄が

全通 した。その時点で,渋 谷 は東京のターミナルの町 と

して一人前 になったといってよい、,ただ渋谷の繁華街は

駅すなわち東急百貨店中心の狭い範囲に限定 されていた。

一方,渋 谷の北側の広い高台は,明 治のはじめまで武

家屋敷の集 まった ところだったが,明 治末以後は代々木

練兵場 として知られていた。戦後は…時,占 領軍の住む

ワシン トンハ イッとなったが,返 還後は,広 大な土地に,

1964年 の東京 オリンピック施設,NHK放 送セ ンター,

代々木公園などが相次いでつ くられた。

当然,駅 付近と高台のあいだの町は活気 をおびる。公

園通 りは,西 武デパー トB館 と二つの丸井に囲 まれた一

角か ら発 し,坂 を登 りきって左 にNHK放 送センター,

右に代々木競技場が望める交差点で終わる。かつては名

ばか りの商店街だった通 りを,1970年 代 になってから,

しゃれた街灯をつけた り,歩 道を拡幅 した りして売 り出

し,1979年 には元の区役所通 りを 「公園通 り」 と改めた。

公園通 りの代表格,パ ルコパー ト1(1973年)が で き

たとき,す で に存在 していたのは丸井(1971年),山 手

教会(1964年),渋 谷区総合庁舎(1965年)な ど少数で,

大半は1970年 代後半か ら80年代 の新 しい ビルである。そ

れ らでは,形 態は変化に富んでいるが,色 彩はあまり使

われていない。

道 を歩 く若者や設えられた今様のス トリー トファーニ

チャーも含めて,も っとも新 しい街並の …つといってよ

いだろう。一見 してどこの国の町かわか らない印象を受

ける。一つには看板でアルファベッ トが優勢で,日 本文

字が見つけに くいか らだが,も っと本質的には,す べて

の建築が 日本の伝統から切 り離 されているからである。

こういう無国籍性は,将 来は知 らず,現 在は建物が見ご

ろでわるいとはいえない。

2.5ヘ ン ト,グ ラ ス レイ

ベ ル ギ ー の フ ラ ン ドル 地 方 の 町,ヘ ン トの 都 市 化 は10

世 紀 に は じま り,14世 紀 前 半 の50年 間 に は 人 口60,000人

を擁 す る,ア ル プ ス の 北 側 で は パ リに次 ぐ第 二 の 大 都 市

だ っ た とい わ れ る 。 ま た,歴 史 の 古 さ と,古 い建 築 の お

も しろ さで は,ヘ ン トは ブ リュ ッセ ル や ブ ル ッへ に優 る

と もい わ れ る。1!世 紀 以 来 交 易 が 盛 ん に な り真 に ヘ ン ト

の 港 に な っ た,グ ラス レイ や 対 岸 の コー ル ン レ イ に建 ち

並 ぶ ギ ル ド集 会 所 や,背 後 にそ そ り立 つ 教 会 の塔 が,昔

日の 繁 栄 を如 実 に示 して い る。

ヘ ン トに は,ロ マ ネ ス ク建 築 が い くつ か 現 存 す る。 市

内 の 多 くの ロマ ネ ス ク教 会 は どれ も無 傷 で 生 き延 び る こ

と はで きな か っ たが,郊 外 ア フ ス ネー の 聖 ジ ョン教 会 が

残っている。フランドル伯の居城が残っている。コール

ンマルク トでは1軒 の住宅が残っている。そして,グ ラ

ス レイでは次に述べる穀物倉庫が残 っているのである。

グラス1/イ の景観では14番(以 下,ヨ ーロッパの街並

で頻出する,こ のような番号は番地を示す。紙数の制約

があって,地 図は載せられなかった。)か ら左へ連続 し

て並ぶ6軒 がすべて有名で,い ずれ も切妻屋根の破風 を

正面 に見せる,堂 々たる石造建築である。

14番 は 「自由船員組合のギル ドホール」。 もとか らの

建物 を,ユ530年 に自由船員組合が買い取 り,フ ァサー ド

を一新 した。ブラバント地方のゴシックで,扉 の上には

快速帆船が描かれ,リ ボン状の模様には1531年 と記され

ている。13番 は 「穀物計量検査官の新館」。穀物計量検

査官たちは1540年 にここにあった古い家を買い,そ の家

の前面にユ698年,こ の町独特のルネッサンス様式の煉瓦

造フ ァサー ドを建てた。12番 は 「港使用税徴収官の建

物」。見落 としそうなほど小 さい家だが,れ っきとした

ルネッサンスの切妻屋根 をもっている。破風の渦形装飾

に1682年 とある。

11番がロマ ネスク様式の 「穀物倉庫」である。古 くは

税 として現物で徴収された穀類 を保管 した。石灰岩 によ

る,一 目でロマネスクとわかる階段状ファサー ドは12世

紀第4四 半期からの ものと認められている。ただしこの

ファサー ドと側壁 だけが当時の もので,他 は19世 紀末の

火事のあ と修復 された。この建物の左側に平屋根の小 さ

な建物(10番)が 見えるが,そ れは裏側にある母屋の離

れで,ふ つ う勘定に入れない。

9番 は 「穀物計量検査官の旧館」。1435年 から1540年

まで穀物計量検査官たちが集会場 としていたが,既 述の

新館 に移転 した。現在の建物は16世 紀前半からのものだ

が,心 壁はもっと古い。煉瓦 と白い石を使 ったルネッサ

ンス様式の階段状破風 をもつ。8番 は 「石工のギル ドホ

ー ル」。 この ブ ラバ ン ト地 方 独 特 の ゴ シ ック建 築

は,1527年 に別の場所に建てられたが,19世 紀半ばには

壊されてしまっていた。 しかし1912年,グ ラスレイを飾

るため,現 在の場所に新 しい砂岩を使って再建 された。

グラスレイの色彩はほとんど茶色系一色である。フラ

ン ドル ・タイルやスレー トの屋根,砂 岩や煉瓦石のファ

サー ド,板 戸などの茶のためである。一部に白い石や石

灰砂岩の白,グ レイが存するがあまり目立たない。こう

いう豪華 な石造建築では,石 に彩色することはないから,

石の地色以外の色はほとんど出現 しない。

2.6ザ ル ツ ブル ク,ア ル タ ーマ ル ク ト

オ ー ス トリア の ザ ル ツ ブ ル ク は ア ル プ ス の 北 側 の 町 で

は あ るが,イ タ リ ア に も近 い 。16世 紀 末 に大 司 教 兼 領 主

に な っ た ヴ ォ ル フ ・デ ィー ト リ ヒ ・フ ォ ン ・ラ イテ ナ ウ

は,ロ ー マ で 育 ち メ デ でチ 家 と親 しか っ た とい う代 表 的



なルネッサンス人で,イ タリアの建築家 を招いてこの町

を 「北のローマ」にしようとした。事実,現 在の町の骨

格はそのころ形成されている。彼の理想は,私 生活の放

縦 をローマの法廷で とがめられて挫折 したが,彼 につづ

く大司教たちも,イ タリアを範 とする町の建設をつづけ,

17世 紀中には今われわれが見るような旧市街 を完成 させ

た。

その後は,ザ ルツブルクでもバロック化があったが,

ウィーンにおけるような極端 なバロックも近代化運動 も

現れなかった。その代わり,ザ ルツブルクの市民住宅で

は色彩に話題がある。

17世紀の第2四 半期 に描かれた作者不詳のパ ノラマ風

油絵を見ると,大 抵のファサー ドは白だが,と きにグレ

イ,緑,黄 土色などのものが混 ざっている。緑のファサ

ー ドにはアーケー ド・アーチや窓枠に黄の縁取 りがある。

別の,17世 紀後半のリンツ通 りの絵では,フ ァサー ドの

えぐり(外 側 にめ くれるように出っ張った上端の帯状部

分)が 赤茶または緑の強い色で,そ こに白で字が書いて

ある。アル ターマルク ト3番 の家 を黄緑の濃淡二色で,

4番 の家を濃い緑で描いた絵 もあった。当時からザルツ

ブルクは部分的にはカラフルだったのだ。

しかし,19世 紀 には不況の時代が長 くつづ き,色 が使

いにくくなったのか無彩色のファサー ドが増え,町 はひ

どくよごれ,荒 れ果てたという。やっと1870年 代 になっ

て,い くつかの市民住宅が修復 された。当時,よ く使わ

れた色彩は,も っぱら自然石に近い,グ レイ,灰 赤,灰

緑のような色彩だった。おそらく,建 物が石に似た色に

塗 られるのは,漆 喰塗 りの建物 を往々石造 りと見る素人

の思いこみを当てにしている。

本格的な色彩化の時代は1920年 代 にやってきた。アル

ターマルク ト1番 の家はイン ド赤 と黄で豊かに彩色 され

た。狭い路地をはさんだ向かいの家(ク ランプフェラー

ガッセ1番)は,黄 の目地で分割 された青に塗られた。

二つの大戦のあいだは,総 じてこのような強い彩色が多

く用いられた。それに対 して,第 二次大戦後は,明 るい

クリーム色のパステルカラーが優勢になった。

アルターマルク トでは,レ ジデンツ以外 はすべて市民

住宅である。それ らの建設はおおむね16世 紀 と認められ

るが,建 設後,フ ァサー ドはつ くり替えられ,漆 喰は く

りかえ し塗 りなおされている。現在の破風装飾,窓 額縁,

窓庇,軒 蛇腹などはあらかた1800年 前後のものである。

1階 商店部分はほとんどすべて20世紀 になってか ら改修

された。ファサー ド色彩は大戦後の色調だが,色 相は塗

り替えの際変更 されることがあ り,現 在 も明るいクリー

ムの主流 に変わりはないが,他 の色相のパステルカラー

が増加傾向にある。

1番 と7番 はピンクである。2番 の色彩は一口でい う

と黄緑だが,ユ 階部分の黄緑や窓庇の黄緑は微妙 にちが

うし,窓 まわりには部分的に黄土色 も使 われている。そ

の ファサー ドは装飾が多 く,階 ごとに窓額縁デザインが

ちが う。窓庇でいうと,2階 は水平線,3階 は折れ線,

4階 は曲率をもった線という具合である。6番 も黄緑。

9番 のカフェ ・トマセーリは今は紫だが,数 年前 までは

黄緑だった。10番 は青。その他はすべてクリームかその

近辺の色である。

2.7ウ ィーン,マ リアヒルフ通り

ウィー ンといえば,一 般 には歴史の古い都市 と理解 さ

れている。 しかし,こ こで取 り上げるのは,歴 史的建築

物に富んだインネレ ・シュタッ トの街路ではな く,そ こ

から放射状に各方向へ延びる道路の一つで,西 へ向かう

マ リアヒルフ通 りである。それは中世には原野 をつきす

すむ山腹道路だった。ウィーンが トルコ軍に包囲された

場面の絵によると,当 時は家がところどころに建ってい

るにす ぎず,連 続 した家並にはなっていない。

近世になって都市の膨張が急速になると,マ リアヒル

フ通 りも当然,都 市化するのだが,そ のころ以来 ヨーロ

ッパの大都市は西方向に勢ぞろいするので,と くに西へ

向かう道路の重要性が増 した。1858年,通 りぞいに西駅

が開設された。西駅は,数 あるターミナル駅の中で も,

パ リやロン ドンと結ぶ国際列車の起点として最重要なタ

ーミナルである。1869年 には,通 りは市電網に組みこま

れた。これで商店街 としての発展は約束されたようなも

のだった。

西駅の開業 と市電の敷設のあと,19世 紀末にはい くつ

かのデパー トが開業 した。26～30番 のヘルツマンスキー

百貨店は,早 くから通 りで もっとも知 られたデパー トだ

ったが,ご く最近100年 を越 える長い歴史を閉 じた。外

壁は1988年 に改装されているが,横 町側に1897年 当時の

ファサー ドが原型のまま保存 されている。42～48番 は同

じころ創業のゲル ングロス百貨店で,1980年 の火事のあ

と修復 されている。

上の二つのデパー トもそうだが,マ リアヒルフ通 りに

は,1900年 前後の世紀転換期の ビルが60%と いうほどに

多い。 ドイッとオース トリアでは普仏戦争(1870～1871

年)の あ と好景気の時代が長 くつづ き,会 社の設立 とビ

ルの建設が盛んだった。戦争直後の短い時期 を創業者時

代 と呼び,そ の余韻のつづ く1900年前後の時代 を創業者

時代末期 といっている。 この通 りは創業者時代末期に繁

栄 し,第 二次大戦後の復興によって再度の繁栄を遂げた。

今は,ケ ルン トナー通 りに次 ぐウィーンで第二の繁華街

としてにぎわっている。

3.街 路の色彩調査

3.1測 色調査概要

各街並の色彩の現状 を把握 し,そ の特徴 を考察するこ



と を 目的 と して,測 色 調 査 を実 施 した 、、

1)測 色対象

測色対象は,街 路の基本単位である建物 とその構成要

素に着目して選定 した。1棟 ごとに建物の基調 となる1

色を必ず選定し 「代表色」 とした、,そのほかに,「代表色」

以外の外壁の色や,窓 枠,扉 など建物 を構二成する要素の

色を 「構成色」 として,看 板等の建物付属物で大面積の

ものやアクセントになっている部分の色を 「付属色」 と

して選定 した。測色対象の選定基準 を表3-1に まとめた。

各街並の測色対 象の選定は,現 地において測色者3名

の合議 により行った。なお,測 色者は視感測色の経験者

である。

2)測 色方法

色彩の測定は,以 下の手順で行った。

①事前文献調査,地 図等により,対 象範囲を大 まかに選

定する。

②現地において,対 象範囲を確定する。

③ポラロイドカメラで建物を1棟 ずつ撮影する。

④調査シー トを作成 し,測 色対象お よび測色箇所を選定

する。

⑤測色箇所 を確認 しなが ら,測 色調査 を実施する。

測定 は,JIS標 準色票 を用い,標 準色票の視感比較方

法に則 して実施 した。ただし,測 色箇所が建物の上層部

等にあ り,測 色箇所 と標準色票 とを同時に比較で きない

場合は,日 光の状態,面 積効果,距 離等 を考慮 しながら

推定 した。測定は,1997年7月 ～1999年5月 の問に実施

した。

3.2街 並ごとの測色調査結果

調査では,各 街並の各建物につき,1～20箇 所,平 均

3.70箇 所を測色 した。測色対象の種類によって,① 代表

色,② 構成色,③ 付属物 に分けて整理 した。図3-1に,

街並ごとの測色数を示す。

測色結果から,測 色対象の種類ごとに,色 相,明 度,彩

度の出現頻度と,色 相,明 度,彩 度の組み合わせによる

散布図を求め,各 街並の様相を捉えた(図3-2～3-15)。

1)今 井 町,御 堂 筋(図3-2,3-3)

大半 の 建 物 は2階 建 と小規 模 で あ っ た が,構 成 色 の 色

数 は 多 か っ た。 これ は,1階 が 木 造 の 壁 や 建 具 等 で あ る

の に対 し,2階 部 分 は 塗 り壁 で つ く られ て お り,外 壁 だ

け で 仕 上 げ 材 が2種 以 上 存 在 し て い た た め で あ る 。 ま た,

軒 が 低 く,崖 根 が 視 界 に 入 っ た こ とに も よ る。 付 属 物 は

少 な く,そ の 色 数 は 一一つ の み で あ っ た 。 建 物1棟 あ た り

の 平均 測 色 数 は6.42で あ っ た 。

代 表 色 は,2階 の 漆 喰 面 と木 面 が ほ とん ど で あ る 。 色

相 は漆 喰 面 のN(38.5%),Y(34.6%)が 多 く,次 い で

多 い の が 木 面 のYR(11.5%)で あ っ た 。 他 の 色 相 も見

られ るが,全 体 的 に 高 明 度,低 彩 度 で あ る た め そ れ ほ ど

色 味 を感 じ させ な い 。 明 度 は8以 上 が69.2%,彩 度 は1

以Fが76.9%で あ っ た 。

構 成 色 は,主 に1階 の 木製 の桟 や 建 具 の 色 で あ り,YR

が44.6%と 非 常 に 多 い 。 明 度 は代 表 色 に比 べ て低 め(5

以 下が69.1%)に な っ て い る。 彩 度 は3以 下 が79.9%で

あ っ た。PB・ 中 明 度 ・低 彩 度 の 色 は,主 に屋 根 瓦 の 色

で あ っ た。

代 表 色 は2階 部 分 に,構 成 色 は!階 部 分 に 多 く分 布 し

て い る 。 代 表 色 と構 成 色 で は,明 度 の 平 均 値 の 差 が2.6

以 上 と大 きい 。 こ の明 度差 が 街 路 立 面 を二 層 化 して 見 せ

て い る 。 また,街 並 を空 間 的 に横 に連 続 して見 る と,YR

が1階 に繰 り返 し出現 して い た。 この 二 つ の 色 彩 的 な特

徴 が,連 続 した 街 並 とい う印 象 を形 づ くっ て い る。



2)川 越市,一 番街(図3-4,3-5)

2階 建が中心の低層の街並である。建物1棟 あた りの

平均測色数は2.84で あった。

代表色は,今 井町と同様に2階 の壁面である。色相は,

YR(35.4%),Y(26.6%)が 半数以上 を占めていた。

G,PB,RPも わずかに見 られ,6色 相 にわたっていた。

Nは 約23%と 多 く分布 していた。明度が低 く,明 度2～

4が 約56%を 占める。これらは,黒 漆喰の色による。低

彩度が多 く,彩 度2ま でが約70%を 占める。若干高彩度

の ものがあるが,こ れ らは木材 の色 であるYR系 の中明

度であった。

構成色の色相は,代 表色と同様 にY,YR,Nが 多 く見

られるが,他 の色相 も出現 している。明度は,代 表色は

黒漆喰の低明度であったのに対 し,建 物構成色の明度は

やや高めであった。彩度 はばらつきがある。

付属色では,YRが 約60%と 多 く,こ れは木材の建物

色 になじむように造 られた店舗部分の色である。次いで

R(17.5%)が 多かった。

街並全体を通 して,1階 には木の茶系,2階 には漆喰

の黒が多 く現れるので,空 間的な連続性が見られる。 し

かし,近 代的な建物が点在 し,そ れらが連続性 を乱 して

いる。

3)日 本橋,中 央通り(図3-6,3-7)

他の街並に比べて付属物の測色数が少ないため,建 物

1棟 あた りの平均測色数は2.37と もっとも少なかった。

代表色は,色 相の種類が少な く,R,YR,Yが 合わせ

て約78.3%,無 彩色(N)が 約17%で あった。明度は8

以上が約32%あ るが,中 明度,低 明度もほぼまんべんな

くある。低彩度が多 く,無 彩色を含む彩度1以 下が約半

数を占めていた。

構成 色は,代 表色よりも色相数が増 え,明 度はまんべ

んなく分散 していた。彩度1以 下が約65%で あった。

付属色は,数 が少ないが,な かではYR(30.8%)が も

っとも多 く,無 彩色(N),R,Yが 共に20%強 であった。

デパー トの赤が 目立つが,そ れ以外はあまり目立たない。

全体的には,色 数が少な く,し かも無彩色 を含めた低

彩度の色が多 く見られ,統 一感のある街並になっている。

4)渋 谷,公 園通り

建物全体が店舗 として総合的にデザインされているも

のが多い。小 さい看板が点在 しており,色 を測 り切れな

いため,主 要な看板のみを付属色の測色対象 とした。そ

のため,建 物1棟 あたりの平均測色数は2.78で,あ まり

多 くない。

代表色は,色 相の種類が多い。R,YR,Yの 暖色系は

約56%で,寒 色系(B,PB,P)は14%を 占めていた。

Nは26%で あ り,全 体の約1/4で あった。高明度が多い
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(b)彩度 ×明度の分布
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が(明 度9以 上が30%),低 明度 も多い(明 度1.5～4が

約28%)。 彩度は低彩度が多 く,無 彩色 を含 めた彩度2

以下が84%を 占めていた。極彩色で壁面の大面積を塗色

するものがい くつか見 られた。

構1成色 では色相数が増 え,寒 色系(B,PB,P)が 約

15%,ほ か の街並 で はあ ま り利 用 されてい ないRPが

5.5%で あった。明度はまんべんなく分布 していた。彩

度は低彩度が多いが,高 彩度 も見 られる。

付属物は,色 相数は少ない。赤,黄,青 の中明度,高

彩度の純色に近い色,ま たは無彩色であった。

建物全体が店舗 としてデザインされているものが多 く

見 られたが,代 表色 と構成色 を合わせた建物色 を見る限

り,そ れほど色 を乱用 したデザインではない。

5)ヘ ン ト,グ ラスレイ(図3--10,3-11)

看板その他の付属色 はないが,構 成色は比較的多 く,

建物 ユ棟あた りの平均測色数は5.46で ある。

代 表色は,色 相 の種類が3種 類 と少 なかった。YRが

約54%で もっとも多 く,RとYが 次いで約23%で あった。

他の街並に比べ,Rの 割合が多かった。明度 は4～5が

69%で あった。また,高 彩度 が多 く,彩 度6～10が 約

54%で あった。 もっとも割合が多かったこれらの色は,

レンガの色であった。素材の色が街並に露出 していると

いえる。

構成 色は代表色に比べて若干色相数は増えるが,寒 色

系の色相はほとんど使われていない。壁面以外の構成 色

は,構 成要素によって色が決まっていた。例 えば窓枠が

無彩色の高明度,扉 がYR～Yの 低明度に分布 していた。

建物の色の構成 は,窓 や扉などの建築要素 を塗 り分け

た単純なものであ り,付 属色がほとんどなかった。

街並全体を通 して色が少な く,赤 みがかったレンガの

色で統一されていた。

6)ザ ル ツ ブル ク,ア ル タ ー マル ク ト(図3-12,3-13)

建 物 ご と に1～2色 の 外 壁 色 が あ り,そ れ と窓 枠 な ど

で 建 物 の色 は成 り立 っ て い る 。 低 層 部 に あ る店 舗 フ ァサ

ー ドの装 飾 部 分 の色 が
,付 属 色 と な っ て い る 。建 物1棟

あ た りの平 均 測 色 数 は5.25で あ っ た。

代 表 色 の ほ と ん どが 有 彩 色 で あ り,無 彩 色 が6.25%と

少 な い 。YRが50%で 最 も 多 い が,GY(12.5%)とBG

(6.25%)と い っ た寒 色 系 もあ る 。 明 度 は7～9ま で,彩

度 は4以 下 に分布 してお り,ば らつ きが 非 常 に少 な か っ た。

構成 色 の色 相 で は 無 彩 色 が31.4%と もっ と も多 か った 。

Gが 出 現 す る が(2.86%),B,PB,P,RPは な い 。 高 明

度 のNが 多 い が,こ れ は 建 物 を縁 取 る よ う に デ ザ イ ン さ

れ た柱 型 と上 層 部 の 窓枠 の 色 で あ る 。

付 属 色 で は,YR,Yが 多 い 。 低 ～ 中 明 度 が 見 られ る
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色 にも出現 していなかった。

代表色は,街 並の上層部分の色である。これ らは高明

度低彩度のペール トーンで統一 されていて,色 相を変え

ることによって変化をつけている。一見 もっともカラフ

ルな街並であるが,し か し利用 されている色相はほかの

街並 に比べて多 くはない。高層部 に対 して,低 層部の店

舗部分は茶や黒などの落ち着いた色が多い。この街並は

色によって上手 く演出されているといえる。

7)ウ ィ ー ン,マ リア ヒル フ通 り(図3--14,3-15)

各 建 物 に1～2色 の 建 物 色 が あ り,低 層 部 に あ る店 舗

フ ァサ ー ドの装 飾 部 分 の色 が付 属 色 と な っ て い る。 建 物

1棟 あ た りの 平均 測 色 数 は4.97で あ っ た 。

代 表 色 は,街 並 の 上 層 部 分 に あ り,R～Yの 同 系 色 が

中 心 に な っ て い る。Yが 多 く(約57%),少 し黄 み に よ

っ た 街 並 で あ る 。R,YR,Yが 合 わせ て 約87%を 占 め て

い た 。 無 彩 色 が 約1ユ%と 少 な か っ た。 高 明 度 が 多 く,明

度8か ら9ま で が 約90%を 占 め る。 低 彩 度 が 多 く,彩 度

2以 下 が 約71%で あ っ た 。 一 部 に高 彩 度 が あ る(彩 度6

～8が8 .2%)が,こ れ ら はY系 の 高 明 度 で あ り,色 づ

い て は い るが あ ま り 目立 た な い 。

構 成 色 で は,Y(37.9%),N(28.7%),YR(23.0%)

が 多 い 。GY～PBが わ ず か に あ る 。 明 度 は6以 上 の 高 明

度,彩 度 は8以 下 に分 布 して い た 。

付 属 色 も,構 成 色 と 同様 にN,YR,Yが 多 い(合 わ せ

て 約62%)が,構 二成 色 に 比 べ て 色 相 数 は 増 え,PBが

10.3%利 用 さ れ て い た。 明 度 は低 明 度 か ら中 明 度 で,彩

度 は高 彩 度 ま で広 く分 布 して い る 。 比 較 的 鮮 や か な,純

色 に 近 い 色 が ア クセ ン トカ ラ ー と して利 用 され て い た 。

代 表 色 ・構 成 色 を合 わせ た 建 物 色 は,7つ の 街 並 の う

ち で もっ と も明 る い 。2階 以 上 の 上 層 部 は こ の 明 る い色

に よ っ て彩 色 され て い る。 対 して,低 層 部 の店 舗 部 分 は,

色 数 が 多 く,華 や か に彩 られ て い た、,

3.3街 並色彩の考察

1)色 彩分布

全街並を通 じて,代 表色 ・構成 色を合わせた建物色の

色相は,R～YRに 多 く分布 していた。寒色系 は 日本の

街並 に多 く見 られ,渋 谷が もっとも多 く,今 井町や川越

市でも若干用いられていた。

街並内での明度の分散は,日 本の街並で大 きく,欧 州

の街並では小さい傾向が見 られた。

すべての街並で低彩度が多 く見 られた。無彩色の割合

は日本の街並の方が高かった。

2)色 彩 と素材との関係

街並の色彩が,素 材色から成る場合(今 井町,川 越市,

ヘ ント)と,塗 色からなる場合(日 本橋 ,渋 谷,ザ ルツ



ブルク,ウ ィーン)と があった。

素材色の街並 を比較す ると,今 井町は漆喰や木材の

YR～Yが 多いのに対 し,ヘ ン トは レンガのR～YRが 多

い。この二つの街並 では,素 材の違いが街並の色味の違

いに明確に現れていた。

塗色の街並を比較すると,日 本(日 本橋,渋 谷)で は

さまざまな色の金属素材が使われていたが,欧 州(ザ ル

ッブルク,ウ ィーン)で は金属素材は低層部の店舗装飾

のみに利用されてお り,建 物の基調色にはなっていなか

った。

3)塗 り分 け

色彩情報 を街並に合わせて2次 元的に配置 し,街 並の

色の塗 り分けの効果 を確認 した。

日本の古い街並(今 井町,川 越市)で は,建 物の上下

層で仕上材が異なり,上 階部が漆喰,下 階部が木材であ

った。これが横方向に連続 してお り,街 並全体 としてま

とまり感を出 していた。

一方,欧 州の場合は,上 層部ではある程度規則的に色

彩 を使用 し(ザ ルツブルクは トーンを統…,ウ ィーンは

類似色相で統一),下 層部では店舗エン トランスの装飾

としてさまざまな色 を活用 していた。

低層部 と上層部 との色彩の二層化,街 並を見渡 したと

きの連続性,と い う2点 は,日 本橋や渋谷な どの日本の

新 しい街並には見 られない傾向であった、,

また,欧 州では,扉 や上層部の窓枠等 を利用 して塗 り

分けを積極的に行い,建 物構成 要素を強調していた。 日

本では,細 かい色の塗 り分けが されていることはほとん

どなかった。

4.ま とめ

歴史調査からは,歴 史的変遷の類似 した日欧の街並を

相互に比較す ることにより,個 々の街並の特徴が明快に

説明で きることが明 らかになった。

まず,今 井町とヘ ントが,古 いままに保たれていて,

素材色が街の色の中心である街並 として,比 較で きる。

ヘントに比べ,今 井町では新 しい建物がいくつかあ り,

それらが街並の色彩調和 を乱 している。

次 に,川 越市 と日本橋 とザルツブルクが,歴 史的にさ

まざまな変遷 をた どった街並 として比較できる。川越市

と日本橋では古い ものと新 しい ものが混在 しているが,

ザルツブルクでは統一 して新 しく塗 り替えられる傾向が

見られる。

最後に,渋 谷とウィーンが,他 の街並に比べて新 しい

街並 として比較で きる。ウィーンでは1階 部分だけが改

装 して新 しくなっているのに対 し,渋 谷では建物全体が

新 しい。

色彩調査からは,歴 史調査で 予測 された色彩の傾向が,

次のように定量的に確認 された。

欧州の3街 路の方が,基 調色に使われている色相の数

が少なく,ま た無彩色の割合が少なかった。比較的新 し

いウィーンの街並で も,無 彩色の割合が1割 であ り,ま

た色相が少なく,ま とまっていた。

これに比べ,日 本の4街 路の方が色相が多岐にわたっ

てお り,ま た無彩色の割合が多 く,明 度,彩 度のばらつ

きが大 きかった。

歴史調査 と色彩調査で示 されたように,日 本の街並 に

は色彩的に整然 さが不足 している。それぞれの街並に対

して,歴 史的変遷が似通っている欧州の街並の色彩が参

考になると考えられる。
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